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基本計画では、1晋来展望を踏まえ、自治基本条例の「まちづく

りの指針」の実現に向けた基本的な方向性となる分野別施策と、

その中でも本市の活力維持に係る問題や、人□減少から生じる間

題など、特に力を入れて取り組む瘍要のある重点施策を、事業展

開が分かるよう体系的に示します。
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第1章 基本計画の構成

第2章 重点施策

第3章 分野用u施策





1,分野別施策と重点施策について

2 基本計画の体系図
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【基本計画】

第 1章

自治基本条例で定めた5つの「まちづくりの指針」を実現し、了や孫へたしかな平塚を

つなぐために取り組む施策として、それぞれ4つの「倉野居U施策」と「重点施策」を掲げ

ます。

～

まちづくりの指針 (自 治基本条例 第8条 )

I。 強み再活かしたしごとづくり

Ⅱ。子どもを臨み育てや蓑い現壊つくり

Ⅲ。高齢者がいきいき与鞘ら蘇古ちづくり

Ⅳc安 ,い 生安全に穏らせるまちづくり

重点施策

基本計画



(1)分野刷歯策

倉野別施策とは、本市が取り組むまちづくりの基本的な方向性となるものであり、次の

4つの施策を掲げます。

お互いを理解し、尊重し合える心のやさしさと、学びの意欲や豊かな感性をもつたひと

が育ち、人ノマの活発な交流をとおしてひとの輸をつなげ広げていく、よろこびと活力にあ

ふれたまちを目指します。

平育て支援や福祉の充実、防犯や防災の取り組みなど、地域の人と人、そして行政が一

体となつて互いに支え合うことで、市民の誰もが生きがいをもって幸せに暮らせ、安全に

安,bして住み続けることのできるまちを目指します。

自然環境の保全や循環型社会の構築を進めるとともに、環境に配慮した快適な都市空間

の整備を進めることにより、自然と人が共生した、持続可能な社会として発展するまちづ

くりを目指します。

平塚の特性を活かしながら、各産業のバランスのとれた振興を図るとともに、新ししヽ産

業の創出、多様な担い手の確保を目指すことにより、安定した魅力ある産業を培います。

また、多彩な観光資源の魅力を高めるとともに、積極的な情報発信を行い、人が集まり

活気があ!も

~ヽ

れるまちを目指 します。

分野別施策 1

分野別施策2 安心して暮らせる支え合いのまちづくり

分野月u施策3 自然と人が共生するまちづくり

分野別施策4 活力とにぎわいのあるまちづくり



(2携重点湾策

重点施策とは、分野別施策から特に注力して取り組むものであり、地生或経済の活性化や

安!と`コヽ・安全の確保など、本市の活力維持に係る問題のほか、写育て支援や高齢者対策など、

人□減少から生じる問題を中〕bに取り組むものとして、次の4つの施策を掲げます。

地域経済や地域産業に関する地域特性と地域資源をお析し、本市の強みを活かしたしご

とづくりを進めます。

結婚・出産 。平育ての切れ日のない支援があり、未来の宝であるこどもたちが安心して

暮らせるまちづくりを進めます。

高齢者が支えられる側だけでなく、支える側としても元気に活躍できるまちづくりを進

めます。

防狙や交通安全活動を通じた日常生活の安!いと、自助 。其助 。′ム
｀
助の連携による災害発

生時の安全が確保されたまちづくりを進めます。

重点施策 I 強み患澗か陽 配 逸剰

重点施策 II 霰ど嘲 育で傲肥曖調誰×妙

脚 書ヽしヽ自懲悪確愛凍廊蓼づく甥

重点施策 Ⅳ 寮心。安全隠幕躙 酪 云 切
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1-① 子どもの学びを充実する

1-② 教育環境を充実する ○

1-③ 生涯学習や云術・文化活動の環境を充実する O

1-④ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ環境を充実する

1-⑤ 青少年の健全育成を推進する

¬一⑥ 活発な市民の交流をl足進する

1-⑦ 平和意識の普及・啓発を推進する

1-⑧ 人権尊重。男女共同参画を推進する

2-① 子育て支援を充実する O

2-② 健康づくりを推進する ○

2-③ 地1或福祉を充実する O

2-④ 高齢者福祉を推進する O

2-⑤ 障がい者福祉を推進する

2-⑥ コミュニティ活動をl足進する

2-⑦ 防災対策を3螢イヒする O

2-⑧ 災害に強いまちづくりを推進する ○

2-◎ 日常生活の安b・ 安全を高める ○

2-⑩ 消Bノ葛・求女急体制を強イヒする

3-① 環境にやさしいまちづくりを推進する

3-② 自然環境の保全を推進する

3-③ 循環型社会の形成を推進する

3-④ 快適な生活環境の形成を推進する ○

3-⑤ 花とみどりにあ16~ヽ れるまろづくりを推進する

3-⑥ 交通の利便性を高める

4-① 産業の活性化を促進する O

4-② 商業の活性イヒと中心市街地のにぎわいづくりを推進する O

4-③ 工業を振興する O

4-④ 震業・漁業を与辰興する ○

4-⑤ 観光を振興する

4-⑥ 雇用の確保と優Jきやすい環境づくりをl足進する

O4-⑦ 新たな産業拠点の形成を推進する

○



I― (1)基 幹産業の競争力を強イヒする

t。 睡 毯潤かした曜 ヒ

云 り
1-(2)多 様な担い手が活躍する機会をつくる

I― (3)6次 産業イヒを推進する

硼こ卍 餞 融 磁 憎

しR唖融鞍0《甥

Ⅱ― (1)若 い世代の結婚 。出産を支援する

Ⅱ― (2)安 心して子育てができる環境づくり

E― (3)子 どもの健やかな成長を支援する

阻l。 高醐 珈 蝿進弱

脚

Ⅲ― (1)高 齢者が活躍する機会をつくる

Ⅲ― (2)高 齢者の健康づくりを支援する

Ⅲ― (3)地 域が高齢者を支える環境をつくる

ⅣQ動 。自食隠弱5せる

燃 り

Ⅳ― (1)災 害に強い地域づくりを推進する

Ⅳ― (2)防 犯 。交通安全の取組みを支援する
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重点施策 I「強みを活かしたしごとづくり」

重点施策Ⅱ「子どもを産み育てやすい環境づくり」

重点施策Ⅲ「高齢者がいきしヽきと暮らすまろづくり」

重点施策Ⅳ「安|い 。安全に暮らせるまろづくり」
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磯み色溝か♭たり菖ヒづく珍
向機

人□減少がもたらす地域経済の縮小化を克服するため、1或外から資金を取り込む「域

外市場産業」と主或内の消費によって成り立つ「域内市場産業」のそれぞれの地域経済の

基盤となる産業、事業者を中!bに支援します。

また、商業、工業、農業、漁業、観光の各産業がバランス良く発展してしヽる本市の強

みを活かし、起業のl足進や成長のための支援を行うとともに、産業間の連携を促進する

ことで新たな事業の創出を目指します。

■ 囲駆]国欄

倉」業者来
致 9人 20人 検討中

企業立地等に対する助成を承認した

件数 (累計)

5件 20イ牛 検討中

農地利用集積面積 (累計) 1 05ha 7ha 検討中

lJ(1)基幹産業の競争力を強化する

本市の基幹産業である製造業の設備投資や小売業等の個店の差別化、特色を生かした店

舗づくりへの支援を行うとともに、新たな産業集積の機会を活かし、雇用拡大や経営強化、

規模拡大を促します。

また、事業者の新製品や新技術の開発につながる共同研究を支援するとともに、販二各拡

大に向けた取組みを進めます。

事業拡大や新技術 。新商品等の相談・

紹介件数
44イ牛 50+牛 検討中

魅疱化実施店舗数 (累計) 10店舗 50店舗 検討中

・ 企業の施設整備や新規雇用に対する支援

・ 企業の共同研究や海外展開に向けた支援
。販路拡大や産学公の連携強化の支援

・魅力的な商店や商店街づくりのための支援

・ ツインシティ整備の推進

34



I―rぞ薄録競懲想残!霊藤語願強 艤傘奪qξ盈
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"n懇
藤轟th輩韓憩奪娩

起業家に文」して、創業から経営安定に至る一連の取組みを充実させます。

また、各産業の新たな担い手に対して、関係機関と連携しながら、事業展開ができる環

1見■を拡充します。さらに、新規成長分野に取り組む事業者に対して、技術革新等の誘発を

図 り

倉」業時における融資相談件数 (累計) 27件 152件 検討中

農業支援ワンストップ相談窓□での相談件

数 (緊計)
376イ牛 750件 検討中

。起業家や担い手 (農業者・商業者)の育成支援

・中小企業者に対する販路開拓の支援や融資。経営改善の相談

・企業や大学の3蛍みを活か

各産業がバランス良く発展している強みを活かし、農商工連携や6次産業イしの起点にな

る農業・漁業について、分野横断的なネットワークを活用するとともに、関係機関と連携

した支援を行い、本市産業のさらなる活性化と新たな事業につなげます。

新商品等開発支援件数 (累計) 4件 291牛 検討中

・産業間の連携の場の創出

と販I各拡大の支援。新事業の創出や商品

【仮称】次期平塚市総合計画



辱魃も亀    紗才    駕鰺
■ 遷本的る方向機

同産期医療や」ヽ児救急医療の充実を図るとともに、分娩取扱医療施設を整備すること

で、安bして出産できる環境づくりを目指します。

また、結婚や出産後も継続した就労ができるように仕事と生活の調不日を促進し、子育

てにかかる負担を軽減するとともに、地域や学校での子どもの成長の支援や見會りを通

して、子どもが安Jbして暮らせる環境づくりを目指します。

■ 幽 国標

合計特殊出生率 ¬,32
現状値より

上昇
検討中

出典 :人□動態保健所・市区町村別統計 (厚生労l動省)

■ 個則施籠

H“(1)者い世代の情糟・出産を支擬する

結婚や出産の希望をかなえるために、経済的な安定を支援し、若いうちに子どもを育て

ることができるようにするとともに、乳幼児を持つ家庭への訪間、相談事業など、妊娠・

出産・育児期における不安の軽減を図り、切れ目のない支援を行います。

子と幼児家庭全戸訪間の訪間率 93% 検討中 検討中

妊婦健診の受診率 95% 検討中 検言寸中

・ 妊婦・ 乳幼児の健診や相談事業などの実施

・就職に向けた活動の支援

。周産期医療の充実と分娩取扱医療施設の整備
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li― r宰 打畷ぬ敗了子凍了藤臨 覇艤質f盟

il―r盈薄干F砲熾想守葎憩藤曇奪嘉懇強

安心して子育てができるようにするため、保護者の仕事と育児の両立を支援するととも

に、経済的な負担感の軽減を図ります。

保育園等の待↑幾児童数 O人 O人 検討中

放課後児童クラブ受入可能児童数 1,127人 1,466人 検討中

。フアミリーサポートセンタィの運営

・保育所等の運営・施設整備への助成

・幼児教育・保育の一体的な提供

・児童クラブの設置

・子どもの通院・入院時の医療費の助成

・小児救急医療の充実

地域・保育所・学校において、育児支援、学召支援・施設整備、相談しやすしヽ環境を整

え、手どもの成長につながる機会・体制を充実します。

子育て支援センター 。つどいの広場の

利用者数
57,138人 65,OOO人 検討中

介助員数 76人 85人 検討中

・地域

『

育て支援拠点事業の推進

。子どもの相談・生活動言・学習支援や適切な支援へのつなぎ

・学校施設の各種点検や老朽化した建物 。設備の改修

【l反称〕次期平塚市総合計画



高齢者がいき辟きヒ́暮ら亨まちづく賜
■ _蟄欄開妨向機

いつまでも生きがいを持ち、健康な状態を維持した高齢者を増やす取組みを推進する

とともに、認矢□症や独居の状態になっても地域で支え合しヽ、安心した生活を営めるよう

な環境を整えることを目指します。

■ 数値国標

要介護認定を受けていなしヽ市民の客」合

(75歳～79歳 )

90.3% 90.8% 検討中

サロンの参加者数等の指標を検討中 検討中 検討中 検討中

■ 個刷胞熙

Ⅲ“(1)高齢者が活置する機会をつくる

長年培った技術や知識を活用できるよう、生涯学習や地域活動、ボランティア活動など、

様展な形での高齢者の社会参加や地域貢献を支援し、高齢者が生きがいを持ち、社会でい

さいきと活躍できる機会を創出します。

地域で奉仕活動等を行つている高齢者

の数 (延べ人歓)

6,600人 検討中

町内福祉村拠点総設置箇所数 16箇所 21箇所 検討中

地区公民館の地i或人材請師の登録件数 104人 350人 検討中

・高齢者の奉仕活動や地域貢献活動の支援

・住民相互の支え合いや交流活動の活性化の支援

。地域の人材発掘やボランティアの育成 。活用

38



Ⅲ“(2)高齢者の健康づくりを支握する

Ⅲ“(3)地域が高酷書を支える環境をつくる

高齢期になつても介護を朗要とせず、健康な心と身体を維持できるような取組みを実施

します。また、早期から自分の身体に対する関心を高める取組みを行い、心も身体も健康

な状態を維持できるような取組みを進めます。

健康チャレンジリーダー請習会の修了

者数
100人 検討中

・健康長寿に向けた取組みの支援

。早期の健康意識の啓発

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域住民や地元企業など、

地域の多様な主体を活用するとともに、医療機関や介護事業所をはじめとした関係機関の

連携を推進し、地域全体で高齢者を支える環境をつくります。

地t或包括ケアシステムに関する指標を

検討中
検討中 検討中 検討中

認知症サポーター養成講座修了者数

(累計数)

10,252人 13,800人 検討中

検討中
成年後見制度出張講座等参加者数 (累

計数)

270人 2,270人

・地域包括ケアシステムの構築

・ 認知症支援策の充実

。成年後見制度の利用支援や普及啓発の推進



重慮胞策Ⅳ 豪お脚輿全に暮らЁるま葛づく妙

■ 騒本的な方向機

地域の[方災・ [方犯・交通安全活動を支援します。また、災害の被害を最周ヽ限に抑える

ために、建築物の耐震化や浸水対策等の減災 。防災対策に取組むとともに、犯罪防止や

交通安全対策を推進することで、安心・安全なまちづくりを目指します。

■ 囲龍]固欄

地域や団体等が実施する防災訓練数 302回 332回 検討中

床上浸水が発生してしヽる地区数 7地区 O地区 検言」中

市民が被害に遭いやすい窃盗犯の発生

件数
9811牛 880イ牛 検討中

交通事故発生件数 1,265件 970イ牛 検言寸中

■ 個剛施興

Ⅳ―(1)愛害に強い舶臓づくりを推追する

地域住民や地t或住民により組織された防災関係団体と行政が協l動 し、防災意識を高め、

自助・共助 。公助の連携により災害から身を會ることができる地域づくりを推進します。

美味しく食べられる保存食の種類数 3種類 6種類 検討中

海子友表示板の設置個所数 326箇所 480箇所 検討中

総合浸水対策重点地区の整備進捗率 5% 100% 検言寸中

・ 自助、共助、
ノ
ム
｀
助の連携などによる地域の減災対策推進

・総合的な浸水対策の推進

・橋りょうなどのインフラ施設の耐震イしの推進

。建物の耐震化の促進

・ 地功と連携した消火体制の強化



呼―rぞ #藤銀;事轟窯傘余感縄盈奪嘉懇亨&

地上或住民が主体となつた組織の取組みを支援し、防犯・交通安全の意識を高めるととも

に、安全な生活環境を整備することで、犯罪の未然防止や事故から身を9ることができる

地域づくりを推進します。

市と関係団体による防犯活動数 22回 検討中13回

2HO件 検討中交通安全教室の開催数 200件

自転車通行帯の整備率 3% 33% 検討中

・地域[方犯活動に対する支援と防犯設備の充実

。交通安全対策の推進

。自転車を利用しやすい環境づくり




